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第２０江府町農業委員会総会会議録 

 

招集年月日 令和３年１１月１０日（水） 

招 集 場 所 江府町役場２階多目的室 

 

開   会 午前９時３０分    会長宣言 

 

出席 農業委員（１０人）・農地利用最適化推進委員（５人） 

   １番  松本 良史     ７番  遠藤  功 

２番  船越 征子     ８番  奥田 隆範 

３番  本高 善久     ９番  山本 信男 

４番  加藤 直行 

５番  松原 憲治    １１番  長尾  保 

６番  梅田  茂 

     見山  收         谷口 一郎 

     宇田川 保         竹内  求 

     神庭 良昌 

      

欠席 農業委員（０人）・農地利用最適化推進委員（０人） 

 

 

   職員及び関係者 局  長 松原 俊二 

 

 

１．議長は本日の議事日程を下記のとおり報告した｡ 

 

第１号議案 農用地利用集積計画（案）について 

第２号議案 農地法第３条の規定による許可申請について 

第３号議案 農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申について 

第４号議案 農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申について 

 

 

２．議事についての記録は末尾のとおり｡ 

 

開   議  午前９時３０分 

 

会議録署名委員の決定 

議長、会議に先立ち下記のとおり署名委員を指名する。 

 

        ３番委員 本高 善久     ９番委員 山本 信男 
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事務局： 皆さんおはようございます。定刻となりました。本日は委員さん１０名、推進委員さ

ん５名、皆さんお揃いでございます。早速第２０回江府町農業委員会総会を始めさせて

いただこうと思います。それでは会長の方から挨拶を頂戴いたします。 

 

会 長： 改めておはようございます。本日は第２０回の総会にご参集いただきまして有り難う

ございます。先週５日金曜日、鳥取県農業会議主催の特別研修会、お忙しい中９名の皆

さんにご出席を頂きました。本当にありがとうございました。特に全国農業会議所専門

員による「人・農地プランの実質化を確実に進めて行くために」と題した講演は、今後

我々が本町で農地利用の最適化を進めて行くうえで、大変有意義な公演ではなかったか

なという風に感じております。本日の総会は議事４件ございます。それから町長に提出

する意見書原案の提案をいたします。農業委員会として皆様のお考えを反映した意見書

となる様に、十分にご審議を頂きたいという風に考えております。また総会終了後、概

ね大体１０時３０分くらいから、日野振興センターの栃本所長さんによる講演、研修の

予定をいたしておりますので、この一連の対応につきましてよろしくお願い申し上げま

してご挨拶に代えさせていただきます。 

 

議 長： それでは総会審議に入らせて頂きます。まず出席確認でございますが、本日の出席委

員数は委員会会議規則第５条により、委員定数の過半数に達しておりますので、本総会

は成立していることを報告いたします。次に議事録署名委員の指名でございます。署名

委員を議長が指名することにご異議はございませんか。 

 

委 員： 異議なし（全員） 

 

議 長： ありがとうございます。それでは議事録署名委員に議席番号３番の本高委員さん、議

席番号９番の山本委員さんにお願いをいたします。尚会議書記は事務局を指名します。

続きまして日程に従い報告事項、合意解約がございますので、事務局よりご報告を申し

上げます。 

 

事務局： はい、お手元の資料２ページをご覧ください。使用貸借の解約通知がございましたの

でご報告をいたします。受付番号３３番、農地が大字〇〇字〇〇〇〇△△△△番他全部

で△筆、合計面積が△，△△△㎡の〇でございます。地図を３ページに付けております。

貸人が〇〇〇の○○○○さん、借人が○○の〇〇〇さん、平成△△年△月△日から△年

間の契約でございましたが、この度△△月△△日を持って合意解約の成立と言う事でご

ざいます。期間が△年△△カ月と言う事でございます。尚こちらの農地につきましては、

次に借りる方がおられると言う事でございます。来月こちらの方を諮らせてもらいます。

以上です。 

 

議 事： 以上報告内容につきまして、皆様方よりご意見、質問はございますか。無い様でござ

いますので議事に入らせて頂きます。議案第１号、農用地利用集積計画（案）につきま

して、議題といたします。事務局より提案説明をお願いします。 
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事務局： はい、議案第１号、農用地利用集積計画（案）につきましてお諮りを申し上げます。

お手元の資料５ページをご覧ください。今回３件挙がっております。何れも新規でござ

います。順番に内容の説明をさせて頂きます。申請番号８１番、農地が大字○○字○○

〇△△△△番△他全部で△筆、合計面積が△，△△△㎡の〇でございます。貸付人が○

○〇の○○○○○さん、借受人が〇〇の○○○〇さん、〇〇の作付け予定で、賃料は〇

〇、令和△年△△月△△日までの契約でございます。地図を１２ページに付けておりま

す。続きまして申請番号８２番、大字〇〇字○○○○△△△△番、△△△㎡の〇でござ

います。貸付人が〇〇の○○○○さん、借受人が同じく〇〇の○○○○さん、○○の作

付けで賃料は○○、令和△年△△月△△日までの契約でございます。地図を１３ページ

に付けております。続きまして７ページ、申請番号８３番、大字○○字○○△△△△番

他全部で△筆、合計面積が△，△△△㎡の〇でございます。貸付人が○○の〇○○〇さ

ん、借受人が同じ〇〇の○○○○さん、〇〇、〇〇の作付け予定で、賃料は〇〇、令和

△年△△月△△日までの契約でございます。地図を１４ページに付けております。それ

ぞれ借受人の方の農業経営の状況等につきましては、１１ページに一覧を付けておりま

すのでご参照いただけたらと思います。以上です。 

 

議 長： はい、以上提案をいたしました。それぞれが新規案件ですので、担当の方からコメン

トを求めたいと思います。まず申請番号８１番、〇〇の案件については、これはどちら

になるでしょうか。 

 

船 越： はい。 

 

議 長： では船越委員さんお願いします。 

 

船 越： 借受人の〇〇さんですけれども、〇〇〇さんが〇〇を〇〇〇て〇〇〇〇でなかなか続

けることが出来ないと言う事で、場所的にも〇〇さんの〇〇のすぐ目の前と言う事もあ

りまして、〇〇さんのから引き受けてしましょうかと言うかたちでこの案件が出ており

ます。 

 

議 長： はい、ありがとうございます。申請番号８２番、〇〇の案件につきましては、わたく

しが現地確認をしまして、きちんと耕作をされております。〇〇〇〇さんは農業を中心

に町内でも色々と多方面で活躍を頂いております。本件についてのお引き受けは妥当だ

という風に思っております。続きまして申請番号８３番、〇〇の案件です。竹内推進委

員さんにお世話になれますでしょうか。 

 

竹 内： はい、○○〇〇さんですけど、これまで〇〇の〇〇さんに作ってもらっておられまし

たけど、○○さんがちょっと〇〇を〇〇〇て、○○○○さん自体も〇〇があまり〇〇な

くて、近所の○○○○さん、彼は元気でやっておりますので、〇〇、〇を作ると言う事

で出させて頂いております。 

 

議 長： そうですか。ありがとうございます。以上それぞれ補足コメントを頂きました。議案
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第１号について質疑に入ります。質問、意見のある方は挙手をお願いします。ございま

せんか。無い様ですので、質疑を打ち切り採決を取ります。議案第１号、農用地利用集

積計画（案）につきまして、原案賛成の方の挙手を求めます。 

 

委 員： はい（全員挙手） 

 

議 長： ありがとうございます。全員賛成で本案は原案どおり決定をいたしました。続きまし

て議案第２号、農地法第３条の規定のよる許可申請につきまして、事務局より提案説明

をお願いします。 

 

事務局： はい、資料が１５ページになります。農地法第３条の規定による許可申請についてお

諮りを申し上げます。受付番号３４番、農地が大字〇〇字〇〇△△△番△、地目は〇で

面積が△△㎡でございます。こちらは所有権移転でございます。現在〇〇〇である○○

○○さんから〇〇さんの○○○○さんの方に現在〇〇等の〇〇の〇〇をやっておられる

と言うところでございます。この〇でございますけどもこちらは所有権移転、〇〇と言

うかたちでの登記を考えておられると言うところでございます。こちらの〇〇△△△番

△でございますけども、１６ページに地図を付けさせて頂いております。左上の方に家

の纏まったところが見えると思いますが、ここが〇〇集落の部分でございます。ちょう

ど真ん中に谷がありまして、右下に車が見えております。これが〇〇に向かう道と言う

ところでございまして、本人さん曰く、位置的にもう少し道に近い位置かなと言う事は

言っておられました。実際この地番ですけども、農地と言うよりも既に今までの農地パ

トロールにおきまして、農地の方からは外れてはおります。非農地証明と言う方法もあ

ったかとは思うんですが、登記の関係等もありまして取り敢えずこのまま〇〇の方から

全て〇〇を〇〇したいと言う様な事から、農地法第３条の方で申請があったと言うとこ

ろでございます。以上でございます。 

 

議 長： これは、遠藤委員さん何かこの点について承知しておられますか。 

 

遠 藤： ここは通称〇と言うところで、〇〇側に向かって〇〇と言って山があります。もう既

にここ△年は農地は荒れておりまして、現在山と言う様な状態になっております。以上

でございます。 

 

議 長： これ○○○○の理由と言うのは何ですか。 

 

事務局： そこの内容までは深く聞いてはおりませんけども。 

 

議 長： 何れにしても質疑に入らせて頂きます。質問、意見のある方はお願をいします。現況

〇〇、ただ現状から行くと地目を含めて農地と、これを〇〇〇○○とすると、当然農地

法の規制に係って来ると、その理由については聞いていないと。 

 

宇田川： もうこれは○○でしょ。○○だし○○〇になっているわけなので、ここでまたそれぞ
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れをするとなればお金も掛かる事だろうし、もっといい方法はないだろうか。 

 

議 長： 事務局長最初言われたけど、これを農地とみなさずに、いわゆる○○の扱いで対処す

る事と言うのは出来ないんですか。そこが釈然としないと言う言い方はいけないかもし

れないけども、形式主義からするとこれなんですけど、実態とすればちょっと違うかな

と言う感じはするけど、松原代理、どんな風にこれ考えられますか。 

 

松 原： これを見るとあきらかに農地パトロールもしていて、〇○○と言うか○○とか○○に

なっていると思うんです。だから多分○○○○だから良く分からないですけども、ここ

だけではなく全て、山林も含めて全部○○すると言う事になれば、その中に一つたまた

ま台帳上は〇になっているからと言う事ではないかと思います。だからこれは非農地証

明をしてしまえば農業委員会の関係はなくなってしまうんですけど。 

 

宇田川： やっぱり登記上はいるわけでしょう、 

 

松 原： それはいりますよ、何にしても。○○○○をしようと思うと。 

 

宇田川： そうすると山林の場合と農地の場合とお金が違うわけでしょ。 

 

松 原： 結局○○〇がかかって来るので、その評価が違うので田んぼと山林では、原野にして

おけば少ないでしょうね。 

 

宇田川： その辺も農業委員会として今後指導して行くと言う事も大事じゃないかなと思う。そ

う言った事も考えて行かないと。 

 

議 長： 分かりました。これは農地パトロールでもう原野、農地以外だという風に判定してい

るだろうと思います。ところが我々農業委員会の事務処理の流れの中で、まだ農地台帳

の変更になっていないし、法務局の一括登記も変更になっていないですよね、だったら

その間に農地として扱いで出て来ているのならば、形式的に受けざるを得ないのではな

いですかね、そんな感じがします。これは農地パトロールで原野と言うことになったで

しょ。農地外と言う事で判定をしていますよね。 

 

事務局： パトロールで既にＢ判定になっています。 

 

議 長： パトロールで１回は見ていますかこの物件は。見ていたら後は農業委員会の手続きが、

言葉は悪いけど、遅延をしていて農地台帳も法務局の登記も変わってないと言う事にな

れば、農業委員会として形式論でこのままいく以外にはないと私は思います。 

 

松 原： ただここは地籍調査が終わっていれば法的にも上がっていると思うんですけど、現況

主義ですから、それはなされていないかどうか。 
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議 長： ○○はまだ地籍調査は入っておられないですね。 

 

遠 藤： 地籍調査はしましたけどれも、ここら辺はしてないです。ここから上がしてあります。 

 

長 尾： 司法書士さんと相談してやっておられるのではないですか。 

 

事務局： 司法書士さんと相談してやっておられます。 

 

長 尾： おそらくこれは違法でなければ認めざるを得ないのでは、これ自体が間違いでなけれ

ば認めてあげた方が良いのではないかなと思います。今から非農地証明してあげても、

地目変更にお金がいるし、それから相続をする様になるとお金が掛かるので、司法書士

さんと相談してこうして下さいと言う話になっているのではないかと思うけれども。急

いでおられますか。 

 

事務局： 急いでと言うか、今、しておられます。 

 

議 長： 私が提案する立場なんですけど、もう少し順序を追って我々に説明をして頂かないと、

○○を表を出して農地ですよと言う事では、何れにしても今申し上げた様におそらく〇

○○の〇○○〇の中でたまたまこの物件が入っていたと、本件については農地パトロー

ルで農地外だと言う判定をしていると、その手続きを農業委員会として担うべきところ

手続きがまだ完了していないと、従って現時点では形式主義でこの判定をすると、提案

に対して良とすると言う様に整理をしたい、従って原案とおり承認をしたいと言うのが

私の考え方です。その他ご意見もあった様でございますので、採決を取らせてもらって

よろしいでしょうか。 

 

委 員： はい。 

 

議 長： それでは議案第２号、農地法第３条の規定による許可申請につきまして、原案賛成の

方の挙手を求めます。 

 

委 員： はい（全員挙手） 

 

議 長： ありがとうございます。全員賛成で本案は原案どおり決定をいたしました。続きまし

て議案第３号、農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申について、提案説明をお願

いします。 

 

事務局： 資料が１７ページからになります。議案第３号、農業振興地域整備計画の変更に係る

意見具申についてお諮りしたいと思います。１８ページにございます。農地でございま

すけども、大字○○字〇○○△△△△番でございます。面積が△△△㎡、台帳地目が〇

でございます。申請者は○○〇○○さん、こちらの除外の内容でございますけども、１

８ページの７番の方に伺っております。○○〇○○さんが○○でおられます○○〇○○
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〇〇〇の〇〇○○〇としてこちらを使用したいと言う事での除外の申請でございます。

１９ページに詳しく書いていただいております。○○○○○○○○さん、日野郡内等に

おきまして転々と○○○○○等を持っておられると言う事でございますけども、この度

〇○○であったり、江府町地内の中でも〇○○として〇○○〇を設けておられましたけ

ども、そちらの○○〇〇の〇〇等も地権者の方からございまして、そちらの代替地とし

て早急に対応をしないといけない、と言う様な事から用地を探された様でございます。

その中でご本人さんの所有の農地の方が、他の方の所もいろいろ調べられたそうですけ

ども、こちらの〇〇〇さんの所有地、こちらの方を〇〇したいと言う事でございます。

こちらの場所でございますけども、２３ページに地図を付けております。赤く塗ってあ

るところが申請の場所になります。図の上の部分、こちらに建物がございますが、これ

が○○○○〇○○でございます。ちょうどここの△△△△番の土地でございますけども、

〇○○○○○○に向かう農道と川に挟まれた農道から２メートルから１．５メートル位

低い位置に農地があると言うところでごいます。こちらの場所を石積み等で土砂の流出

を抑える形で施工しながら約１．５メートル盛り土をして活用をしたいと言う計画を持

っておられる様でございます。何れこの農道を使われるわけですけども、こちらの農道

の管理をしておられる組織であったり、この辺り等も今後の調整と言うのが必要になっ

て来るかと思います。この辺りはこれからそれぞれ説明等を用いてと言う様な事を言っ

ておられます。こちらの申請につきまして以上お諮りをしたいと思います。 

 

議 長： 以上提案説明をいたしました。質疑に入りたいと思います。質問、意見のある方は挙

手をお願いします。 

 

本 高： はい。 

 

議 長： はい、本高委員さん。 

 

本 高： ○○の〇○○の有るところでございます。ちょうどこの〇〇に〇〇の○○〇○○等を

入れております〇○○がありまして、圃場整備をして約△△年近くなります。この辺り

の道路、水路、ちょっといろいろ諸問題がございまして、作業もやりながら今度の日曜

日に役員会を開く様にしています。事前に事務局からお聞きした様なことで、実は別の

場所という風に私は思っていたものでして、ここに除外は除外で良いですが、次の段階

で本当に○○○○〇〇〇と言う事になると、その農道を通られる、そこしかないと思い

ますので、と言う事になるとちょっと皆さんのご理解や、大分傷んでいるところ、それ

から○○〇○○○○に入る所が少し〇〇〇〇り、山が大分出ていたりして、そこの手入

れの問題もあったりするものでして、これは次の段階になりますけれども、除外申請を

されるのなら、されてもいいと思いますし、もちろん以前に農地パトロールでもここは

Ｂ判定、もう無理だと言う事になっておりますので、そう言う様ないろんな事情もある

と言う事を踏まえての意見を言わしていただいたところでございます。 

 

宇田川： ここは１回、１回メッシュを開けないといけない所ですね。田んぼの少し下ったとこ

ろにメッシュがありますよね。扉が。 



8 

 

 

本 高： はい、メッシュと言うよりもまず道路から入る所にも柵をしているものですから、そ

れを開けてから入らないといけませんし、閉めるのを忘れてそのままにしているといろ

いろ被害が出てきたりしますので、もちろん○○〇〇○○○の人もきちんと閉めてもら

って、する様にしているものですので、その辺等細かいところから、いろいろ周辺の事

から、ちょっと協議をしないといけないかなと思っております。 

 

議 長： これはそれでは周辺農業者からそう言う声があると言う事になると、これは事前協議

と言う事が妥当じゃないですかね、例えば農地転用の場合は農地法の転用なんかは周辺

農地の同意書がいりますよね、そう言う法的な縛りは無いにしても、周辺の農道を利用

しておられる農業者との事前協議が、そう言う声がある限りは事前協議が必要ではない

かなという風に思います。その点事務局長どんな風に捉えておられますか。 

 

事務局： そちらの方は出来ておりません。 

 

長 尾： 良いですか。 

 

議 長： はい 

 

長 尾： おそらくこれは除外申請が認められれば転用をすると言う事前の申出なんでしょうか

ら、今すぐは転用が出来ないけれども、農振を外して農地転用の手続きをしたい。 

 

事務局： はい、早くて１カ月後ですけども、今度は５条の方の申請が出てまいります。 

 

長 尾： 当然その時は証明的なものが必要だけど、今いるかどうかですね。同意書まではいら

ないかもしれないけども、その先を見越して相談をしておかないといけないと言う事で

すね。 

 

本 高： すみません議長さん、もちろん○○〇〇〇さんもこの周辺に稲作と言いますか農地を

持っておられます。もちろん地権者の一人にはなる訳ですけども、事前に此処ではなく

てぼんやりとした話で○○○○〇をと言う話は我々も聞いた、〇〇の○○○○は聞いて

はおりますけれども、此処と言うのはあれだったもので、そうするとみんなで話をしな

いといけないなと思って、今ぼんやりですけども。 

 

松 原： 私が思うのに、委員がおっしゃる様に周辺農地には影響なくても道路を共有するわけ

でしょ、あそこは道路が狭いですよね、それを資材搬入とか、我が物顔で使われて農繁

期に支障を出しても困るので、やっぱりそこは皆さんの了解がないといけないのではな

いかなと言う感じはします。 

 

議 長： 分かりました。それでは本件は審議未了とします。農地利用者との事前の協議を頂い

て、再度提案するように農業委員会として決したいと思います。この点についてご異存



9 

 

のある委員さんはいらっしゃいますか。 

 

委 員： 異議なし。 

 

議 長： 何れにしましても、松原代理がおっしゃるとおり、受益者がその農道を利用している、

そこに影響を及ぼさないよう事前の整理を頂くと言う事で、再度農業委員会で審議をさ

せて頂くと、本件についてはそう言う風に整理をしたいと思います。続きまして議案第

４号、農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申についてお願いします。 

 

事務局： はい、議案第４号、農業振興地域整備計画の変更に係る意見具申について、お諮りを

申し上げます。２５ページをご覧ください。農地が大字○○字○○○△△△△番、△△

△㎡の〇でございます。申請者は○○の〇○○○○さんでございます。目的としまして

は、○○を○○するためと言う事でございます。２６ページに詳しく書いてありますけ

ども、〇〇さんご家族が今現在〇〇の○○○〇にお住いされていると言う事でございま

して、こちらに〇〇を設けて一緒に〇〇と〇〇〇で〇〇〇〇と言う様な事から、この度

○○○〇と言う事での申請が出ているところでございます。場所でございますけども、

３２ページに地図を付けております。ちょうど中央部分でございますけども、赤く塗ら

れている○○〇農道に面した土地でございます。この上に〇〇さんご家族が住んでいる

住宅がございます。この中でいろいろと〇〇さんの土地等模索をされて候補地とされた

わけですけども、〇〇が取れないとか○○○○〇〇関係の整備がほかの土地では難しい

と言う様な事から、○○にも近いと言った場所として他に場所がないと言う事からこの

土地を決められたと言うところでございます。△△△△番の隣接の土地として３２ペー

ジの地図にありますけども、△△△△番△の農地、こちらは隣接の農地になります。所

有者が○○○○さんでございますけども、○○さんにはご了解を頂いていると言うとこ

ろでございます。以上です。 

 

議 長： はい、以上提案を申し上げましたが、質疑に入りたいと思います。質問、意見のある

方は挙手をお願いします。無い様ですので採決を取らせて頂きます。議案第４号、農業

振興地域整備計画の変更に係る意見具申につきまして、原案賛成の方の挙手を求めます。 

 

委 員： はい（全員挙手） 

 

議 長： ありがとうございます。全員賛成で本案は原案どおり決定いたしました。次日程その

他ですが、その他（１）の農業施策に関する意見書については、町長との意見交換も含

まれておりますので、最後にさせて頂いて、その他の（２）から（４）まで一括説明を

お願いします。 

 

事務局： 江府町人権・同和教育研究集会兼江府町ＰＴＡ人権講演会についてご案内の方をさせ

て頂きます。お手元に資料を置いておりますが、１１月１３日土曜日になります。こち

らの２階多目的室を会場に、午前９時からの受付で開催されます。日程を付けておりま

すが、映画の上映をされると言う事でございます。こちらのチラシにも書いてあります
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が、江府町の旧庁舎の方でもロケをされていると言う様な映画になっているようです。

こちらは参考に頂けたらと思います。続きまして次回の農業委員会総会でございます。

開催が令和３年１２月１４日火曜日、午後１時３０分から江府町役場１階防災会議室を

会場にお願い出来たらという風に思います。尚総会後に町長との意見交換会と言う予定

でおりますので、よろしくお願いいたします。次回の農地相談会、１１月１８日木曜日、

時間は１時半から３時半まで、江府町役場１階相談室１で谷口推進委員さんと神庭推進

委員さん、お世話になります。来月、次々回の農地相談会ですけども、１２月１９日日

曜日、時間は同じく１時半から３時半まで、場所は防災情報センター１階自主防災室を

会場に行います。担当頂きます委員さんは、松本委員さんと加藤会長でございます。以

上でございます。 

 

議 長： はい、その他について説明をいたしました。次回の総会１２月１４日は午後と言う事

になりますが、町長の日程がこの辺りで取れるそうでございますので、この時に総会を

やってその後に意見書の交付並びに町長と本町の農業振興に係る意見交換会を皆さんと

一緒に全体で行いたいと思います。それでは意見書について審議を頂きたいと思います。

お手元の資料をご覧ください。意見書の項目を私が読み上げて、それで皆さんのご意見

を伺いたいと思います。これは今まで皆さんからいろいろご意見を頂きました。それか

ら６名で成る草稿委員会も２回開催して、さらに踏み込んだお考えを聞きました。それ

らを取り纏めたうえで、喫緊の課題である米価下落の経営支援を一つ、それからもう一

つは、集落地域営農について、それから、奥大山農業公社の事業と展開方向と言う事で、

今回は絞って町長の方に提案をしたいと思います。それでは読み上げる形でご提案を申

し上げます。（意見書の読み上げ）以上３点に絞った案です。項目、その内容について皆

さん方のご意見を伺って、それをまた加執修正をして、正式案として整えたいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

長 尾： 一つ気付いた事を言っても良いですか。奥大山農業公社のところで、ちょうど真ん中

の所に肥育センターと出てきますが、堆肥センターです。 

 

議 長： すみません。 

 

竹 内： ちょっといいですか。公社のところで、地元の若者を育てると言う事を入れて欲しい

です。公社を充実してくれと言う要望ですが、協力隊ではなく地元の若者を育てる、そ

れらはどういう人であるかと、やってきたら良いのではないかと思います。 

 

議 長： 分かりました。体制整備をしないといけませんので、代表理事の常勤の事ばかり謳っ

ておりますけども、そう言う要員体制の整備で地元の若者を、声をと言うか対応して核

になっていただく、入れます。分かりました。 

 

長 尾： 良いですか。なかなか人の分を直すと言うのは、人から言われるのはあまり良い気は

しませんが、申し訳ないですけど、米価下落の一番下の琴線に触れると言う言葉は、私

自体あまり意味が良く分からないです。簡易な分かり易い言葉に直してもらう事はでき
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ませんか。 

 

議 長： 琴線ですね。これは凄くこだわりがある所で、最初は当年度の赤字の補填とか、それ

から来年度生産の費用の一部支援とか、と言う事を最初は書こうかと思ったんですけど

も、いろんな書き方があるものですから、要は、町長に対して、町長の気持ちに訴える

と言うか、これはキンセンと言うんですけども、あまり赤字補填をお願いします。来年

度生産支援の一部をお願いします。と言うギラギラしたものではなしに、やはり江府町

政を担っておられる方に対して、農業者の厳しい現状を訴える一番の表現だなと思って、

ここは拘りがありますので、これはこのまま残してください。申し訳ない。 

 

宇田川： 町長に分かってもらえたらいいけど。 

 

本 高： 私は会長さんの意見に賛成でございます。良く分かります。 

 

議 長： 本当に、農業の事をどこまで理解してもらっているかな、町長お願いしますよと言う、

それにどんな風にして町長が、「そこまでは出来ないけど、それでもこれくらいなら何と

かやってやる」という部分を出して頂くために、琴線を言う言葉を使ったんです。 

 

遠 藤： もろに出しますと、それは日本の問題だと言う事になりますので、やはり町長の考え

を聞いてみたいと思います。 

 

議 長： ですから、そう言う中で一方通行ではないですので、出した後に意見交換をしますの

で、その中で町長さんに具体的には赤字補填をお願いしますとか、それは口頭で言って

頂いても別に構いません。その後に意見交換をしますので、松原代理いかがでしょうか。 

 

松 原： 今まで何年も建議書を出して、それから意見書も出したんですけど、今までで一番格

調の高いような感じがします。ただこれに対して町がどういう回答をするのか、町長が

どういう意見を出すのか、非常に見ものだと思ったんですが、さっきもありました、琴

線に触れる、農家の人が感動するような事を言ってくれたら良いかなと思っているんで

すけど、さっき言われたように、議会だよりを見たら、芦立議員だったか同じことを言

っているんです。補填してくれと、それは国の問題でしょうと言っています。町の問題

としてないんです。 

 

議 長： 議会でね。 

 

松 原： はい、議会で、たぶんそう言う回答になるのではないですか。国がやるでしょうと言

う感じではないですか。 

 

遠 藤： それは思います。 

 

松 原： 町として補填とかは考えないのではないでしょうか。米価の下落は国の問題ですと。 
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宇田川： だけどそれによって補填する、協力する市町村があるとするなら、やっぱり町として

も、周りを見て出来る範囲の事はします。なら分かるけど、どこもしないと言うならば

それでしょうがないかもしれない。 

 

議 長： その他いかがでしょうか。それでは、今出た意見を加執修正して、大変申し訳ありま

せんけど、後一任をして頂けませんでしょうか。 

 

委 員： はい。 

 

議 長： ありがとうございます。それでは加執修正をさせて頂きまして、１２月に冒頭事務局

長の方がご案内しましたとおり、１４日お昼から町長の予定が取れる様ですので、総会

が終わった後に町長に対して成案化された意見書の施行式と言うか、渡して、引き続き

その後にこの要請文を読み上げる形で町長の方に要請をして、それに対して町長から口

頭で回答を頂くと、その後にこの問題を中心に他にもいろいろ皆さんから意見が出まし

たが、それらを含めて町長と意見交換をすると、こう言うスケジュールで１２月の総会

は取り運びたいと思いますので、ご承知おき頂きたいと思います。それでは事務局長お

願いします。 

 

事務局： 本日は長時間にわたり研修から意見書の素案につきまして、いろいろ協議をして頂き

ましてありがとうございます。何かございますか。会長以上でよろしいですか。 

 

議 長： よろしいです。 

 

事務局： 長時間ありがとうございました。 
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